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 b目
 神経経路を追求するには古くより生理学的実験と共に実験組織学的にWallerの変性,及びそ・

 れと平行して行われた逆行性変性による神経細胞の変化の検索が挙げらll缶ている・この方法によっ

 て高木は根,交通枝及び交感神経幹に於ける自律神経の走行に関する実験を行い,後根より反対側
 前根に及ぶ神経走行を発表し}叉教室入沢は腰部交感神経幹について研究を行い,後根節切除の際
 反対側交感神経輪西に変性有髄線維(以下変性線維と略す)が現われるのを報告している、更に教一
 室加藤は胸,腰,及び仙髄の脊髄根に於ける検索を行い・胸髄下部,贋臨に於ては後根節切除及び

 後根切断によって反対側前根内に変性線維の呂現を認めている、

 この点に関し著者はこれら反対側に向う線維の存在を確立すると共に,その脊髄内及び末梢経路L
 を解明せんとし,実験組織学的に検索を試み,2,5の知見を得たと思われるので報告する。

 乳後根より反対側に走る有髄線維の脊髄前根に於ける検索

 先づ著者は教室加藤の成績に従い,反対側前根内に変性線維の最も多く現われる胸藷下部よ立,上
 部腰髄について,この発現率の検索を行った.

 1実験材料及び方法

 実験材料としては101(7内外の成犬を用い争'1側の胸腰部の脊髄神経後根をろ髄節にわたって同

 時に切断した。即ち第マ5胸神経より第2腰神経まで,又第1腹神1径より第5腰神経まで,又第2

 腰神経より第4腰神経までのろ種の切断実験を行い,術後8日目放」血死せしめ,反対側前根を可及的

 長く採取しオスミウム酸染色福山氏変法に1よP検索を行った、

 “第百,2,5,4腰神経前根の有髄線維構成

 著者が検索の対象とした第1,2番5,4腰神経前根に於てのみ有髄線維の構成を5倒の成犬に

 於て検索した.先づ総本数について各飼侮に比較してみるに.,第哩腰神経前根に於てはその51ヲ1iに
 於て,そ『の数が最も多く2534～5720本を示し,次いで第4腰神経前根に於て多い数を示した.

 しかし2例に於ては第4腰神経前根がその数最も多く,5758～4252本を示しy次いで第1腰神

 経前根が多い数を示した、叉5例共第ろ腰神経前根が一番少ない数を示し,肉眼的に認められる所

 見と甚だ異なっていた.

 次に径別についてみるに第1,2,5腰神経前蔽に於ては大体類似した傾向を示すが,第4腰神

 経前根に1於ては可成りの差違が認められる.:先づ第1,2,5稚看:串縫鳶胴長につ1/・てみるに、小径むよ

 41.2～54・4%を示し最:も多く,中径は6.O〔4z5%,大径は2.4～4.6%,最大径は296
 ～42.4%を示した.次に第4腰神経前根に於ては最ジく径が最も多く54.コ～65.O%となり,小

 径は22.8～51.5%,中径は4、9～14.9%,大径はろ,7～6、0%を示した。以上の成1↓Uり第

 4腰神経では各例3←般に直径の太い線維より構成されていることが分る.

廊実験成績

 著者は総計り8例の実験を行ったが,実験後起立歩行の不充分なもの,又手術創に多少左りとも

 肉眼的に炎症の認められたものは神経採取を行わなかった.叉採取後染色固定を行い細裂標本を作
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 成して検鏡した結果,染色性の不平等なもの,叉細裂が不充分左標本は削除した.即ち実験条件が
 完備し,微量な変性線維をも見ることが出来るマ8例中マO例についてのみ・検索した。即ちその詰

 績をみるに!変性の認められたものは表ての如ぐコ0例中8例てあり,叉変性の現われる部位は表2
 の如く第2}5・4腰神経前根に夫々2,

 第ノ表
 6・3例であり・第ろ腰神経前根に於て・・胸腹神経後根切断時の対側前根内有髄椎
 軸聞継に出現する様である、この中の変性発現例数
 第り5胸神経及び第て,2腰神経後根を

 切断した2例では,第5腰神経後根切断

 が行われなかったに1もかXわらず,反対

 側の第乙腰神経前根に変性線維がみられ

 た、叉他の5例でも第4腰神経後根切断

 .が行われていないにもかかわらず,第4

 腰神経前根に変性線維が認められた、即

 ちこの事実は反対側へ線維が走るのに1
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 ～2節間』ド降していることを示すものと考え
 られる,

 次に対側前根内に現わ2穿ご変性線維を後刷

 むてみるに1,毒蔓5の亥ほぐ'」、径2f列昼中{蚤6{クl15

 大径5例であって一定した成績を示さなかっ

 た.

 第3表

 胸膜神経後根切断時の対側腰㌍㌶蚤前根
 内変性有脱線轄の直径別表

 第2表
 胸腰神経後根・切断時の対側前根内有髄
 雛iのi変性発現部位

対側腰神経前根部位
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 4.脊髄内変性の検璽

 前項に述べた反対側前根内の変性線維が脊髄内を通過するものと考え,反対側前根内に変性線維
 を見出した宴響険例に於てその脊髄内変性i像を検索した.

 1実験材料及び方法

 実験材料としては前述の実験に用いた犬を選択的に・使用し,叉第5腰神経後根のみを切断した1犬

 の脊髄をも2例実験材料に加えた・1オ料の採取にあたっては実験を行った脊髄根に相当する髄節を

 含め,それより上下に一髄節を加え,又採取せる有覆1はMarclli氏染色の後40～5eμの厚さ

 で連続切片標本を作成し検鏡した.

 “実験成績
 7例中染色性¢)良好な5例についてのみ脊髄内変性像を検索した、

 a左第5腰神経後根切断

 反対側第5腰神経前根に中径線維の変性を2本見出した例で第3腰髄の連続切片標本552枚を作

 一61一



 製し検索した.先づ後柱及び後索の変性についてみるに,変性は後柱の後縁から後索外側部にかけ

 て多数認められ,内側部てはまばらに存在していた.又これら変性黒椀の形は不定であって,大体

 円形,楕円形,紡錘形及び不正四辺形の形を癒し,中には線状をたしているものも認められた.次に

 反対側経路についてみるに,上方より126枚目の標本に於て前柱内剣よP前索内側部にかけて,

 可成りの長さ÷てわたって連続している変性像を見出した.更に12マ,マ27枚目の標本に於て灰

 白交連の端より前柱に向う変性像を認め,明らかに前柱内側部の連続せる変闘象に連語しているも

 ゆと考えられた、叉245枚目の標本に於ては前索外側部より白質につながる可成シ長い変餐ヒ像な

 認め,更にこれは他の標本に於て中心管へ向っている所見を示した.しかし術測後索より中心管趨

 の変性像については明らかになし得なかった、

 b左第ゴ,2,5,腰神経後根切断

 対側第3腰神経前根に中径蒲雅の変性を認めた伊、で,第1,2,5腰髄の連続切片1ア45枚を作

 製し検索した.この‡身舎術副第51..、髄後索に於1づ一る変性像は第一1釧と略同様てわるが遅便1生姜虹ま第

 1例に比校し甚だ少なかった.しかし第2腰髄,第1腰髄と上方に行くに従いその牧も多くフ繭,

 特に術飼後索の変1生鎮が内倶1部に迄及んでいるのが認められろ.次に対側の綴胤こついて検索する

 に,第'1,2,、、く髄の1票本'1205枚には著ゆ嫉変性像が認め汝かつプこがづ第5腰聴D標本558枚

 1二{)‡.こ索に於て}図薩の如き著明た丸性箆、を見出した、即ちこの変性の位置は対側前六の外・1刑部にあ

 シ,灰白質内で1,一'強く濁面している所見を示し!た.
礁箏

鱗“

 更にこの変性は他の標本に於てみると剴らかに脊髄

 の中心に向っていた.

 c左第1,2,5腰神経後根切断

 対副筋2豊4腰神経前貸、に夫々太径灘1紛蛮性1

 木を認、うた倒で,第マ,2,5,4腰髄の速読切片

 1971枚を作製し検索した、その結万第5・4腰髄

 、コ標本に於て,前柱の内則部より前索内偵11部にかけ

 て一直線,二並んだ、烈生な見出し,更にこの変性像ば

 灰白交連に向い徐々に彎曲して行くことがわかった、

 d左第』2,5腰神経後根切断

 対側第5腰細経前根に中径線維の変性1本を見出

 した例』で,第1,2,5腰髄の連続切片1892枚を

 作製し検索した.即ちこの場合の変性は第5腰髄の

 標本に於て認められ,その位置は前簾内側部に位し

 ていた.

 e左第1.2,5腰神経後根切断

 対側第4腰神経前根内に中径紛維の変性て本を認

 めた例で,第5,
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 4腰髄に於ける連続切片標本909枚を竹製し検索した、その結果第4腰髄の標

 本に於て,前柱内側部より前索内側部に位置する変性を見出した.

 以上5例の成績を綜合するに対側前索に向う変性像は,切断同高髄節に於て認められ,又前索の内
 側部と外側部の2箇所に位していた,更にその経路の検索に於ては図2の如き走行を示していた・

 即ち後索より灰白交連を通って前柱内縁より前索内側部に来る経跳と,灰白交連より中間帯を通り
 前索外側部に来る経路が認められた、
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 4後根より反対側前根に走る宿髄線維の脊髄外に於ける走向の検索

 前述の如く著者は後根より脊髄内を通り反対側前根に....___,
 じメ一一しへヘ

 ロ欝欝聯繋纏1諜ξ簾馨△ヘゾ◇・＼
 曇験灘簾内変一…し一例徳幹ジ.ノ

 を同時にそのま玉使用した・即ち反対側前根を採取する＼1t!
 際同時に各綱共反対側大,小}下内臓神経及び交感袖経㌧、、._1,入、..～_、〆

 、_r隅一!

 幹,腎支配神経の採取を行い,前隈同様に扇形細裂標本
 を作製し検索した.図2対側前索外側部への走行経路

 頭突、験成績

 この検索を行った画数は10例であるが,4例に力無(て対側交感神経幹及び大内且:端i経に,変性'
 線維を見出し.た.即ちこれらはいづれもヌ寸測前根に塑性を見出した釧であって・その数は僅かに1
 本であり,対側前根内の変性と必ずしも一致しなかった。しかし直径に於ては略一致している成績
 を示した.叉そO経路としては前恨め交感神髄;子Fを上行して,大内臓神経に入るものと思われた、
 以上著者は後根よiフ反対側前根に向う神経線維の走行を検索する菌的で・成犬り0頭を使用し第
 15胸神経より第1,2,5,4腰神経迄の各後根・切断を行い,反対側の前根及ぴ交感神経幹,大,
 小,下内臓神経の変性を追求した.そ・の結果前1長内に於ては可成りの頻度に変性をみ・更に交感神
 醗及猷齢榊経に於ても難澱めた課同時に同一犬1てて脊髄内の纐雛の変性を追討更し・
 明らかに前索に通一j』る有髄線維の憂性を証明した・即ち上部腰骨1虹に於ては後根よP脊髄内を通って
 反射側前根に向い,更に反対側交感神経幹を上行して大内臓神経に入る有随薪維の存在を立証し得
 1こものと思、蓑っオしる・
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審査結果要

旨

 従来腰髄に於ては後根よリノイ博yを交替せず,そのま』反対側前根に走る神経た路の存在が提

 唱されて来た・しかしその存在を確実に立証した研究報告はみられない・よって著者は先づ反対側・

 前根に向う神経走路が存在するか否かを検索する為に,第1,2,5,4腰神経後根を切断し,反

 対側前根内有髄線維の変性を追求した,その結果1G例中8例に於て変性が認められ,更に第5腰

 神経前根に於て最も高率に認められた.即ち腰髄に於ては明らかに後根より反対側前根に向う経路

 の存在することが判明した、

 次いでこの神経々路の脊髄内走向を検索した.Marchi氏染色連続切片標本にて詳細に観察し

 たが,全例に於て対側前柱より前索に通ずる点滴状の変性像が認められ,更にその部位及び脊髄内

 の走肉経路をも昼月らかになし得た.

 又同時に反対側前根より末梢への経路をも検索したが,10例中4釧に於て交感神経幹及び大内

 臓神経内に変性を見出した.

 以上を綜合するに腰髄に於ては後根より反対側に向う脊髄内経路が証明されたことは,甚だ興味

 ある裏実であり,更に反対側の交感神経幹及び大内臓神経に迄到達することは,・内臓々器の神経支

 配に関し貢献する所大なるものと、思われる.
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